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島根の皆さまのご協力（日赤会費・寄付金）のおかげで、
私たちは、大切な “いのち” を救う活動をつづけていくことができます。
日ごろのご支援に心より感謝申し上げます。

各地の学校で防災スクールを実施！
コロナ禍でも災害はいつ起こるか分かりません。
日赤では、災害から子どもたちのいのちを守るため、授業で活用できる防災教材を
製作するとともに、各地の学校で防災スクール（出前授業）を実施しています。

各地の学校で防災スクールを実施！
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コロナ禍でも災害はいつ起こるか分かりません。
日赤では、災害から子どもたちのいのちを守るため、授業で活用できる防災教材を
製作するとともに、各地の学校で防災スクール（出前授業）を実施しています。 みずうみ保育園での防災スクール

（島根県松江市）

令和３年度 日赤島根県支部の収支予算 

活動資金（日赤会費・寄付金）へのご協力ありがとうございました

個人・法人の皆さまからお寄せいただく日赤会費や寄付金を財源に、日赤島根県支部で計画している災害救護活動、救急法等の
講習、ボランティアの育成などにかかる歳入歳出予算は、以下のとおりです。

３万円以上の日赤会費・寄付金にご協力いただき、掲載にご了解いただいた皆さまをご紹介いたします。（対象期間：令和２年９月1日～令和３年３月10日）

●前年度繰越金 ●個人の皆さまからの
　日赤会費・寄付金

●その他

●赤十字会員募集・広報活動に

●献血推進・保健衛生活動に

●赤十字病院・血液センター・
　乳児院の施設整備支援等に

●地域での赤十字活動に

●青少年赤十字活動とボランティア育成に

●救急法等を広める活動に

●災害救護活動と防災 ･減災の普及に

●法人の皆さまからの
　日赤会費・寄付金

●海外での救援活動等に
紛争 ･ 災害などに苦しむ海外の人々への救援活動、本社事業 等

地域での赤十字活動の推進、地域の赤十字奉仕団支援 等

青少年赤十字活動の推進、指導者養成、防災教育事業、
ボランティア育成・研修 等

救急法・水上安全法・健康生活支援講習・幼児安全法講習の普及、
指導員養成・研修、講習教材・コロナ対策資機材整備 等

救護班の派遣、救援物資の備蓄、救護体制の強化のための訓練、火災等の被災
者への災害見舞金品贈呈、コロナ対策救護資機材整備、防災セミナーの開催 等19,403千円

148,308千円

8,192千円

9,426千円

21,666千円

1,006千円

1,000千円 ●支部施設の維持管理・
　赤十字活動の運営に

40,630千円
20,908千円

17,585千円

23,013千円

35,689千円

※赤十字病院、血液センター、乳児院は施設毎の会計になっており上記予算には含まれておりません。

※紙面の都合上ご紹介できませんが、この他にも多くの皆様から活動資金にご協力をいただきました。心より御礼申し上げます。

●応　募　先　〒690-0873　松江市内中原町40 　日赤島根県支部 総務課
●応募締切　令和３年6月30日（水）必着

①名前　②郵便番号　③ご住所　④電話番号　⑤年齢　⑥本紙へのご意見・ご感想
以下を明記のうえ、ハガキでご応募ください。

※ 当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
　また収集した個人情報につきましては、個人情報保護法及び日本赤十字社の個人情報保護規程に則り取り扱います。

にプレゼント！にプレゼント！をを

●松江市
小川　信夫
小原　正嗣
越野　稔子
宅和　修
富田　昭久
豊田　智恵子
橋本　雅
福島　誠
椋木　和雄
脇坂　良行
㈲アルソアいとくま
㈲伊藤金次郎商店
㈲エム ･ コーテック
㈱オネスト

（医）吉祥会
㈱共立エンジニヤ
熊野大社

（一財）ごうぎん財団
小林クリニック
㈲佐野木鉄工

●浜田市
小川　憲治
中村　洋三
本家　泉衣

（一財）いわみ文化振興会
㈲栗栖水産
さかね食堂
第一建設工業㈱
㈱第一ホーム
本藤建工㈱
●出雲市
後藤　元興
多久和　米造
中澤　悦子
新田　俊之
蓮岡　隆章
安井　清
浅尾繊維工業㈱・参加店一同

（福）あすなろ会
アルファー食品㈱
江田クリニック産婦人科

＊敬称略・順不同

23,832千円

歳 入
185,329千円

歳 出
185,329千円

㈱山海
㈱さんびる
島根県港湾漁港建設協会
島根県土地改良事業団体連合会
島根自動機㈱
島根水道㈱
㈱島根東亜建物管理
松栄設備㈱
城北産科婦人科クリニック

（一社）生命保険協会島根県協会
（医）大学前のつ内科クリニック
津田小学校前よしの医院
㈱テクニカルカンパニー
㈱ナカヤ機材
㈲日本庭園由志園
㈱藤忠
北陽警備保障㈱
㈱ホンダクリオ島根
松江土建㈱
㈱マックス山陰
森のくまさんパン耳募金

（医）おおつかクリニック
㈲草谷
㈲コクヨー
㈱山陰産業
福間商事㈱
㈲堀江薬局
御井神社
●益田市
山藤　良史
城市　知幸
㈲斡旋企画
●大田市
大澤　優彦
●安来市
妹尾　善治
髙見　明秀
山口　洋一
●江津市
鈴木　信介
宮下　美壽
桜江ライオンズクラブ

「応急手当セット」「応急手当セット」10名様10名様

●雲南市
秋山　美和
島根雲南モラロジー事務所
㈱ゼンキンメタル
㈲大東駅前薬局
㈱常松土建 

（福）有隣会
●奥出雲町

（福）仁多福祉会職員互助会
●川本町
三宅　翔太
㈱江ノ川開発
●吉賀町
松浦　暢夫
●海士町
山内　道雄
●西ノ島町
安達　良人
●隠岐の島町
大瀧　訓郎
高梨医院

半田内科クリニック
㈱吉崎工務店

〔ご香典からのご寄付〕
●出雲市
武永　淳
直良　英子

〔ACTION! 防災 ･減災
協賛寄付〕

●松江市
島根トヨタ自動車㈱

（医）松江腎クリニック
●出雲市
㈱コスモ建設コンサルタント
●益田市
大畑建設㈱
高橋建設㈱
●大田市
石見銀山建設㈱
イワタニ島根㈱



感染防止対
策徹底中！

講習 コロナ禍でも、赤十字は　　　を進めています。
まずは、非常持ち出し袋の内容をチェック！

自宅の安全なスペースを確保しましょう！

『コロナ禍の災害』
  あなたの備えを点検しませんか？
災害は、突然やってきます。
しかし、その備えを行っている人の割合は約50％。（※）

つまり、２人に１人は、なんの備えもないまま災害を迎えてしまいます。
さらに新型コロナウイルス禍では、感染症への備えも必要となってきます。
一人ひとりが、 それぞれの家族が、そして地域が、
いのちを守るための行動を、今行うことが重要です。
                                                                                     ※出典：東日本大震災に関する調査（2020年 日本赤十字社）

　災害時にすぐに持って逃げられるよう、水や非常食、タオルや携帯電

話の充電器などをまとめた「非常持ち出し袋」。

　その中に今すぐ追加するべきもの… それは「感染対策グッズ」です！

　マスク・消毒液・体温計（できれば一人一本）のほか、水が使えない

ことを想定して除菌ウエットシートもあると便利です。また、避難所の

床がウイルスに汚染されている場合も考え、スリッパも準備しましょう。

『それが無いと困る物』は一人
ひとり異なります。必要なもの
を自分自身で用意しましょう！

　地震で家が壊れたり、家の中のモノが転倒・落下・散乱したりすると、危険なうえ、身動きがとれなくなり、

迅速な避難の妨げとなります。

［安全なスペースを確保するための取り組みの例］

棚の中身が
飛び出さないよう
扉を留め具で固定する

避難経路となる
場所に障害となる
モノを置かない

L字・連結金具で固定

粘着系
転倒防止器具を
使用する

高い所に花瓶などの
危険なモノを置かない

ガラスに飛散防止
フィルムを貼る

家を耐震化する

日赤では、新型コロナウイルス感染防止のため、国の緊急事態宣言が
全国で解除される昨年5月末まで、救急法等の講習を中止・延期していました。
しかし、災害や事故はいつ起こるかわかりません。
コロナ禍でも、大切ないのちと健康を守るための知識と技術を広めていく必要があります。
日赤では、安心して講習に参加いただけるよう、開催・参加条件を設定するとともに、
感染防止対策を徹底し、現在は一部の講習を再開しています。

「助けたい」という思いを行動に移せるように、
また、健康で安全に暮らせるように、日赤の講習を学んでみませんか？

◇令和３年度の講習会の開催は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって日程が変更します。
　最新の情報は、日赤島根県支部のホームページをご確認ください。　

◇自治会や職場等へ指導員を派遣する『出前講習』も行っています。
　お気軽にお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　

３つの密（密閉・密集・密接）の防止を図ります。
●十分な換気を行います　  ●人との間隔は、原則２メートル程度確保します
●人と人が接触する実技は、動画視聴等にかえて行います
マスクの着用や手指消毒を徹底します。消毒済みの器材を使用します。
受講者や指導員の健康状態を確認した上で行います。

病気やけが、災害から、
いのちを守る
知識･技術を学ぶ

子どもに起こりやすい
事故等から､いのちを守る
知識･技術を学ぶ

※この他、防災セミナ－（地域で）、防災スクール（学校で）を行っています。

水の事故から、
いのちを守る
知識･技術を学ぶ

事業推進課　☎（0852）21－4237

健やかな高齢期を
迎えるための、健康増進の
知識･技術を学ぶ

幼児安全法 健康生活支援講習

救急法 水上安全法

お問い合わせ

コ ロ ナ 禍 で の
救急法講習等の
開催・参加条件

マスク 消毒液 除菌ウエットシート体温計 スリッパ

例えば…

紙おむつメガネ 杖

自分の住んでいる街を調べましょう！

ハザードマップで居住地域の
被害想定などを見てみましょう

https://disaportal.gsi.go.jp/

　災害発生時、自分の住んでいる地域にはどのような危険があるか把握し

ておきましょう。

　住んでいる地域を知ることは、災害からいのちを守る行動につながります。

ハザードマップ

例えば、『はぐれた時は●●●

に向かう』など、日ごろから家

族や親しい人と、災害時の待ち

合わせ場所や連絡方法を確認し

ておきましょう！


